
サステナビリティの強化（環境）戦略の進捗と成果 長期成長ストーリー データガバナンス戦略の進捗と成果東海理化の価値創造

サーキュラーエコノミー

廃棄物排出量    製品の歩留まり改善や不良率の低減、金属廃材の再利用化、資料のペーパーレ
ス化などの３R徹底に加えて、樹脂材料再生材化などのリニューアブルの活動
や、廃材を活用したアップサイクル製品の開発などに取り組み、廃棄物の排出
量低減や資源の有効活用化を進めています。廃棄物排出量や、廃棄物処理状況
については、廃棄物総合管理サービス「GENESYS ECO」を利用して管理して
います。また、廃棄物の処理を委託している業者さまへは年に一度、現地確認や
書面による確認にて、廃棄物の処理が適正に実施されていることを確認して
います。

社員の新規事業アイデアの中で、生産工程でどうしても出てしまうシートベルト端材の活用により循環型社会への貢献ができるのでは、とい
う意見が多くありました。端材の量を減らす改善活動を行うとともに、素材の丈夫さと質感の高さを活かし、ペンケースやファッション小物と
して再生し商品化しています。愛知県内の縫製工場やビニールカーテンを製造する企業にも協力を呼びかけ、提供されたビニールカーテンの
端材を組み合わせてデザインにこだわるなど、商品価値を高め、地域社会の活性化に貢献することで、持続可能な活動を継続していきます。

アップサイクル商品の開発

めっき処理工程では、排水の一部をイオン交換塔で処理した後、工程内で再利用しています。また、半導体の製造工程では、微細なゴミを
除去するために使用する純水の製造過程で発生する濃縮水や、使用後の純水の一部を再利用し、水の使用量と排出量を低減しています。
　

水のリサイクル利用

生産における廃棄物の低減

プラスチックの再利用

物流に伴う環境負荷を低減するために、梱包・包装資材の使用量低減の取り組みを積極的に推進して
います。ステアリングスイッチでは、輸送する際に、意匠面を保護するために使用する不織布袋の厚みを
薄くすることにより、製品の品質を確保したまま包装材使用量を低減しました。その他にも、梱包材を
ダンボールから繰り返し使用できる樹脂製へ変更するなどのリターナブル化や、包装簡素化などの荷姿
見直しにより、品質を落とすことなく、梱包・包装資材の使用が最小になるよう改善を進めています。

物流における梱包・包装資材の低減

成形工程で発生するランナーの工程内再利用に取り組んでいます。発生したランナーを粉砕機で粉砕し、撹拌式混合機で粉砕材と新材を
一定の比率で混合することで、品質に影響を与えることなく成型材料で再利用することができます。これにより、ランナーの廃棄物がなくなり、
プラスチック材料を無駄なく利用することができます。また、サプライチェーン全体でのプラスチック廃棄物の低減のため、仕入先さまと連携
した資源循環体制を構築しています。仕入先さまから出るプラスチック端材を、物流トラックの空きスペースで巡回収集し、リサイクル工場で
再生材に加工して販売することで、端材を廃棄物にすることなく再利用しています。

シートベルト裁断シートベルト端材 シートベルト縫合 完成品ペンケース

不織布の厚み変更
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TNFD(自然関連財務情報開示タスクフォース)提言で推奨されるシナリオ分析を導入し、リスクおよび機会を特定して、それに対する取
り組みを行っています。TNFD提言の推奨開示項目に対する対応状況の詳細は、当社WEBサイトに掲載しています。

ネイチャーポジティブ

リスクおよび機会

外来種の駆除や、希少種の保全、生態系ネットワークの形成など、生物多様性に貢献する幅広い
活動が認められ「あいち生物多様性企業認証」の優良認証を取得しました。今後さらに生態系ネット
ワークを広げていくため、自社敷地内で地域の目標種が生息できる環境の整備を進めていく予定です。

あいち生物多様性企業認証

人と自然が共生する未来づくりを目的に活動している 「オールトヨタ グリーンウェーブプロジェクト」
に参画しています。トヨタグループ各社と取り組みを共有し、協働で活動を行うことで、活動の輪を
広げ、生物多様性の保全を効果的に進めています。

オールトヨタ グリーンウェーブプロジェクト

特定外来生物アルゼンチンアリの駆除剤「ぷりっとベイト」を開発し、行政の方への販売を開始しま
した。アルゼンチンアリは世界の侵略的外来種100種（国際自然保護連合）に指定され、高い攻撃性
と異常な繁殖力により世界中で生態系を破壊している危険な特定外来生物です。日本でも生息地を
広げており、生物多様性が失われる一因となっています。当社は、岐阜県可児市とアルゼンチンアリ
の防除に関する連携協定書を締結し、アルゼンチンアリの生息調査や防除作業に取り組んでおり、
その防除作業において、「ぷりっとベイト」を活用し、アルゼンチンアリの生息分布を大幅に縮小させる
ことに成功しました。
一般的に使用されている駆除エサ剤は粒体や半固体ペーストですが、ぷりっとベイトは、当社の自動
車部品製造業として培ってきた知見・技術を活かしグリースを基材としているため、樹木、ブロック塀、
石垣など垂直な場所にも塗布が可能で、風や水にも流されにくく、さまざまな場所への直接塗布が
可能です。今後も、特定外来種の駆除活動に苦労されている各行政・各地域の方々と連携し、生物
多様性を守る取り組みに貢献していきます。

生物多様性保全に貢献する製品の開発

塗布した
「ぷりっとベイト」に
群がるアリ

駆除剤
「ぷりっとベイト」

リスク・機会 対応
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リスク

リスク 河川放流水の水質規制強化により、放流できなくなることによる工場操業停止 ・法規制動向の把握
・水質管理の徹底

・新規事業への積極的な参入

・森林資源の持続性に配慮した利用

・地域に貢献する生物多様性保全活動の推進
・あいち生物多様性企業認証の取得
・HP、統合報告書による情報開示 

生物多様性保全活動の積極的な取り組みによる、ステークホルダーからの評価向上

自然･生物多様性保全対応の情報開示による資金調達の安定化

生物多様性保全に貢献する製品開発による受注拡大

自然環境の喪失により、自然資源が使用できなくなることによる製品製造停止
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自然・地域と共生する企業をめざし、各拠点で地域と連携した活動を継続的に実施しています。
本社工場所在地の愛知県大口町や隣の江南市では、特定外来種「オオキンケイギク」の駆除活
動を行政や近隣企業と連携し、地域での根絶に向けて取り組んでいます。年々参加者も増えて
きており、エリアを広げながら活動を進めています。また、地元の子どもたちに生物多様性について
学んでもらうため、近隣の大口西小学校にあるビオトープの維持管理活動に参画し、小学校や
地域住民と連携した取り組みも行っています。
豊田工場では、豊田市や地域の保存会と連携して矢並湿地の保全活動を継続的に行っています。
矢並湿地は、「東海丘陸湧水湿地群」の一つとして「ラムサール条約」に登録されている湿地です。
絶滅危惧種のシラタマホシクサやミカワシオガマなど、希少生物・植物も生息しており、湿地の
富栄養化を防ぐために、枯れ葉の撤去などの活動を行っています。

地域との連携活動

ビオトープ保全活動

オオキンケイギク駆除活動
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